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§５ 連立１次方程式 

Ｈ５.１

(1)
  

   




3 2 8

7 6 24

x y

x y

①

②

 3① ②より

  

  

 
   








9 6 24

) 7 6 24

16 48

)

) 6

3x y

x y

x y

①

②

∴  
1

8 3
16

4x

xの値を①に代入して
  

   

    

3 3 2 8

2 8 9 1

1 1
1

2 2

y
y

y

よって、   
1

3,
2

x y

(2)
   


  




4 3 10

3 2 7

x y

x y

①

②

  2 3① ② より

 


  

 

  
 







8 6 20

) 9 6 21

1

)

)1 1

2

3

6

x y

x y

x y

①

②

∴  1x
xの値を①に代入して

    
     

 
     

 

4 ( 1) 3 10

3 10 4 6

1
6 2

3

y

y

y

よって、   1, 2x y

(3)


 


  






2
4 2

1
3 6 6

x y

x y

①

②

  3① ② より

 





 

  









2
4 2

1
)

2 2
5 5
4 2

)

2

3

x y

y
x

x
y

①

②

∴  
5
2

4
2

5
x

xの値を①に代入して

 

   

    

2
2

4 2
1 1 3

2
2 2 2

3
( 2) 3

2

y

y

y

よって、   2, 3x y

※ 整数係数にするために、先に①を 4倍、
②を 6 倍して、分母を払ってから考え
るのもよいでしょう。
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それぞれの方程式を整理すると、
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